
概　要
　同社の鋳造プレートおよび石彫りプレートは、価値ある天
然素材であるブロンズや石を、今までにない独特の原型シス
テム（光硬化による成型・彫刻）を使用し、極めてスピーデ
ィかつ精巧に製作している。
　従来不可能であった、明細多数文字、精密なデザインや写
真等をブロンズ、石材に表現できる。
　また、従来型の橋銘板・橋歴板は極めて短納期かつ安価に
供給できる。

特　長
・ 工事用プレートの橋歴板、施工記録板は明細な多数文字を
ブロンズ鋳造や石彫刻で正確に表すことができる。橋銘板
は施主や児童の揮毫原稿をかすれ部分まで忠実に表現でき
る。また縮小サイズのレプリカも記念品として製作できる。
・ 親柱やモニュメント、高欄パネルには地域の花や鳥、特産
品、名勝などを入れたフォト・デザインを使用し地域の特
徴を表現できる。
・ 耐震鳥居は本体にステンレスを用い軽量化、また重心を安
定化するため地下深くまで基礎を施し、耐震と高耐久性を
実現した。特殊表面加工で石の風合いや質感を感じる仕上
げとなっている。

製作から取付け工事まで
一貫して対応

〈詳細はホームページを参照のこと〉
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キャストンジャパン株式会社
〒178-0062　東京都練馬区大泉町5-34-10
TEL 03-5387-9941 　FAX 03-5387-8688
URL https://castonejapan.co.jp/
mail info@castonejapan.co.jp
［拠点］営業本部（〒178-0062　東京都練馬区大泉町5-34-10、TEL.03-5387-9941、FAX.
03-5387-8688）、埼玉工場（〒352-0023　埼玉県新座市堀ノ内3-7-43、TEL.048-479-
2575、FAX.048-479-2576）

工事用銘板

工事用プレート
パブリックプレート
デザインプレート
モニュメント

土木資材 道路・橋梁・トンネル資材
掲載年 ●
掲載月 ●
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概 要

昭和３６年に、新潟県長岡市で初めて試みられた地下水によ
る散水消雪方式は、３８豪雪を機に全国の積雪寒冷地域に普及
し、以来雪国における交通網の整備に大きな影響を与えた。
しかし、その普及度が高まるにつれ、地下水の枯渇、水位の
異常低下に伴う地盤沈下等の公害問題が発生し、散水消雪方
式にかわる新たな克雪方法の出現が望まれるようになった。
日本地下水開発（株）では、散水消雪方式を手がけるとともに、
地下水の保全と有効利用に積極的に取り組み、昭和５５年、つ
いに新たな消雪方法としての無散水消雪システムを開発し、
実用化に成功した。この方式は山形方式として高く評価され、
その施工面積は平成２７年度末現在で１５５万m２に及ぶ。最近で
は家庭用の無散水消雪システムも開発・実用化され、高齢化
の進む積雪寒冷地域のインフラ整備に多大な貢献をもたらし
ている。

無散水消雪システムとは

１．このシステムは舗装体の中に放熱管を埋設し、この放熱
管の中に揚水井から汲み上げた地下水を送り、地下水の持
つ自然エネルギーを効率よく利用し、消雪を行うシステム。

２．放熱管の中に通した地下水はその熱エネルギーを路面に
伝えて路面の温度を上昇させ、路面上に降る雪を溶かす。

３．路面の温度を一定に保って、凍結を防ぐ。
４．熱だけを路面に伝えて雪を溶かし、温度の下がった地下
水は外気に触れることなく注入井より地下に還元される。

特 長

１．快適
従来の散水消雪とは大きく異なり、路面に散水がないため
降雪時の通行・歩行が極めて快適。

２．環境対策
放熱後の地下水は閉鎖系で地下に還元されるため種々の地
下水公害は発生せず地球環境に優しいシステム。

３．省エネ
地下水の持つ自然エネルギーを効率よく消雪・凍結防止に
使うため、化石燃料の燃焼は伴わず、CO２が発生しないの
で地球の温暖化防止に役立つ。

４．低コスト
従来のロードヒーティングシステムと比べてわずかなラン
ニングコストで済む。

５．凍上防止
路面を一定の温度に暖めているため、凍上防止に役立ち、
舗装面の傷みも少なくなる。

６．柔軟な対応
消雪に必要な熱源としての地下水が確保できない場合熱源
は地下水にとどまらず、地中熱、温泉水、温泉排湯、工場
廃熱等とさまざまな熱源での対応が可能であり、ヒートポ
ンプ・ペレットボイラー等の加温、昇温施設との組み合わ
せも可能。

融雪器具

無散水消雪システム
地下水還元方式

日本地下水開発株式会社 〒９９０‐２３１３山形市松原７７７
TEL（０２３）６８８‐６０００ FAX（０２３）６８８‐４１２２

電子メール webmaster@jgd.jp ホームページ http://www.jgd.jp/

資料請求先 営業本部 TEL（０２３）６８８‐６００２ FAX（０２３）６９５‐４７４７ 担当：三橋

青 森（営）青森市 （０１７）７７７‐３９６７

岩 手（営）盛岡市 （０１９）６３５‐２０３３

秋 田（営）秋田市 （０１８）８４７‐４１６８

庄 内（営）鶴岡市 （０２３５）２６‐８８５５

福 島（営）会津坂下町 （０２４２）８３‐３７５３

富 山（営）富 山 市 （０７６）４２８‐８３５０

長 野（営）長 野 市 （０２６）２１９‐５２６２

鳥 取（営）鳥 取 市 （０８５７）３８‐３８１２

島 根（営）大田市 （０８５４）８２‐６３５５

東 京（営）東京都 （０３）３２２０‐２５２２

日本水資源開発（株）山形市 （０２３）６４３‐５７８０

日本環境科学（株）山形市 （０２３）６４４‐６９００

商 品 名 規 格 ・ 仕 様 単位 公表価格（円）

無 散 水 消 雪 放 熱 管 NSK－２００ SGP－白１５A ２００mmピッチ ｍ2 ８，７００

〃 NSK－１５０ SGP－白１５A １５０mmピッチ 〃 ９，８００

無散水消雪放熱管セット部材 WPH継手 １５A LA内ネジ型 常温 個 ２，６００

〃 分岐サドルチューブ φ８０A×１５A 〃 ７，５００

〃 SMSバルブユニット A型 化粧蓋 〃 ７９，４００

〃 SMSバルブユニット B型 総模様 〃 ７８，０００

〃 同上用台座 h＝４０，９０mm 〃 １，５００

〃 ボール弁 Ⅲ型 φ１５A 〃 １８，９００

〃 同上用弁筺 h＝１００・１１５mm（ゴムベース付） 〃 ８，６００

〃 スペーサー h＝８０～１２０mm（防錆タイプ） 〃 １，７００

稼働状況 放熱管（NSK‐２００）敷設状況

　昭和３６年に、新潟県長岡市で初めて試みられた地下水によ
る散水消雪方式は、３８豪雪を機に全国の積雪寒冷地域に普及
し、以来雪国における交通網の整備に大きな影響を与えた。
しかし、その普及度が高まるにつれ、地下水の枯渇、水位の
異常低下に伴う地盤沈下等の公害問題が発生し、散水消雪方
式にかわる新たな克雪方法の出現が望まれるようになった。
日本地下水開発（株）では、散水消雪方式を手がけるとともに、
地下水の保全と有効利用に積極的に取り組み、昭和５５年、つ
いに新たな消雪方法としての無散水消雪システムを開発し、
実用化に成功した。この方式は山形方式として高く評価され、
その施工面積は令和 ３年 ３ 月末現在で１６7万㎡に及ぶ。最近
では家庭用の無散水消雪システムも開発・実用化され、高齢
化の進む積雪寒冷地域のインフラ整備に多大な貢献をもたら
している。
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日本地下水開発株式会社
〒990-2313　山形県山形市松原777
TEL 023-688-6000　FAX 023-688-4122
URL https://www.jgd.jp/　mail webmaster@jgd.jp
［資料請求先］営業本部（TEL.023-688-6002、FAX.023-695-4747、担当：三橋）
［拠点］全国10営業所（青森、岩手、秋田、庄内、福島、富山、長野、鳥取、島根、
東京　各連絡先はホームページにて確認のこと）、日本水資源開発㈱（TEL.023-643-
5780）、日本環境科学㈱（TEL.023-644-6900）

融雪器具

無散水消雪システム
地下水還元方式

土木資材 道路・橋梁・トンネル資材
掲載年 ●
掲載月 ●
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